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運　
動　
公　
園　
内　
の　
パ　
ー　
ク　
ゴ　

ル　
フ　
場　
の　
使　
用　
料　
に　
つ　
い　

て　
は　
、　
ど　
の　
様　
に　
お　
考　
え　
か　
。　

都　
市　
計　
画　
課　
長　
　　
使　
用　
料　
に　
つ　

い　
て　
は　
他　
都　
道　
府　
県　
、　
他　
市　
町　

村　
の　
使　
用　
料　
等　
も　
参　
考　
に　
し　
な　

が　
ら　
教　
育　
委　
員　
会　
、　
財　
政　
等　
と　

タ　
イ　
ア　
ッ　
プ　
し　
て　
今　
年　
度　
末　
を　

メ　
ド　
に　
条　
例　
及　
び　
規　
則　
等　
を　
整　

備　
し　
て　
い　
き　
ま　
す　
。　

超　
勤　
手　
当　
に　
つ　
い　
て　

職　
員　
の　
勤　
務　
時　
間　
と　
超　
勤　

手　
当　
に　
つ　
い　
て　
、　
今　
日　
ま　

で　
の　
月　
の　
最　
高　
の　
支　
給　
額　
を　
伺　

い　
ま　
す　
。　

総　
務　
課　
主　
幹　
　　
平　
成　
十　
三　
年　
度　

分　
に　
つ　
い　
て　
は　
ま　
だ　
掌　
握　
し　
て　

ま　
せ　
ん　
の　
で　
平　
成　
十　
二　
年　
分　
に　

つ　
い　
て　
お　
答　
え　
し　
ま　
す　
。　
一　
ヶ　

月　
で　
休　
日　
勤　
務　
手　
当　
を　
含　
ん　
で　

の　
金　
額　
で　
す　
が　
、　
四　
五　
万　
五　
千　

八　
九　
○　
円　
で　
あ　
り　
ま　
す　
。　

代　
表　
監　
査　
員　
　　
勤　
務　
時　
間　
と　
超　

勤　
手　
当　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
な　
る　
べ　

く　
超　
勤　
時　
間　
を　
圧　
縮　
す　
る　
よ　
う　

話　
は　
し　
て　
お　
り　
ま　
す　
。　

小　
波　
津　
川　
に　
つ　
い　
て　

二　
級　
河　
川　
の　
位　
置　
づ　
け　
を　

し　
た　
時　
、　
十　
年　
と　
も　
二　
○　

年　
と　
も　
言　
わ　
れ　
ま　
す　
そ　
の　
工　
事　

期　
間　
を　
考　
え　
た　
時　
に　
、　
今　
で　
き　

る　
も　
の　
は　
何　
か　
検　
討　
す　
べ　
き　
だ　

と　
思　
う　
が　
、　
ど　
う　
考　
え　
る　
か　
。　

土　
木　
課　
長　
　　
小　
波　
津　
川　
の　
池　
田　

方　
面　
に　
は　
、　
大　
雨　
の　
度　
に　
ち　
ょ　

っ　
と　
し　
た　
余　
裕　
等　
が　
あ　
り　
ま　
す　

の　
で　
、　
そ　
の　
丘　
の　
落　
差　
と　
い　
い　

ま　
す　
か　
、　
石　
止　
メ　
を　
し　
、　
滞　
留　

す　
る　
時　
間　
を　
少　
し　
つ　
く　
っ　
て　
い　

き　
た　
い　
と　
。　
又　
、　
西　
中　
か　
ら　
上　

流　
部　
分　
の　
雨　
水　
の　
流　
れ　
を　
ゆ　
っ　

く　
り　
流　
せ　
る　
よ　
う　
な　
工　
法　
も　
今　

や　
ろ　
う　
と　
い　
う　
こ　
と　
で　
予　
算　
化　

を　
し　
て　
る　
と　
こ　
ろ　
で　
す　
。　

賞　
罰　
委　
員　
会　
の　
設　
置　

セ　
ク　
ハ　
ラ　
苦　
情　
処　
理　
委　
員　

会　
も　
必　
要　
か　
も　
し　
れ　
ま　
せ　

ん　
が　
、　
私　
は　
あ　
る　
意　
味　
で　
男　
女　

共　
同　
型　
社　
会　
の　
中　
で　
、　
職　
場　
環　

境　
の　
改　
善　
を　
考　
え　
る　
な　
ら　
ば　
、　

セ　
ク　
ハ　
ラ　
苦　
情　
処　
理　
委　
員　
会　
と　

い　
う　
位　
置　
づ　
け　
で　
は　
な　
く　
、　
職　

員　
が　
一　
生　
懸　
命　
頑　
張　
っ　
て　
評　
価　

さ　
れ　
る　
も　
の　
に　
関　
し　
て　
は　
そ　
れ　

な　
り　
の　
賞　
を　
与　
え　
、　
逆　
に　
問　
題　

を　
起　
し　
た　
職　
員　
に　
対　
し　
て　
は　
罰　

を　
与　
え　
る　
賞　
罰　
委　
員　
会　
の　
設　
置　

が　
、　
重　
要　
で　
は　
な　
い　
か　
と　
思　
い　

ま　
す　
が　
見　
解　
を　
賜　
り　
た　
い　
。　

総　
務　
課　
主　
幹　
　　
本　
町　
に　
は　
既　
存　

の　
職　
員　
の　
分　
限　
懲　
戒　
審　
査　
委　
員　

会　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　
こ　
の　
苦　
情　
処　

理　
委　
員　
会　
と　
は　
別　
の　
機　
能　
を　
有　

し　
て　
い　
る　
と　
理　
解　
し　
て　
い　
た　
だ　

き　
た　
い　
。　

教　
育　
長　
　　
賞　
罰　
委　
員　
会　
の　
設　
置　

も　
よ　
く　
意　
味　
が　
わ　
か　
り　
ま　
せ　

ん　
。　
お　
答　
え　
で　
き　
ま　
せ　
ん　
。　

問問

問問

沖　
縄　
で　
は　
保　
育　
所　
を　
利　
用　

し　
て　
い　
る　
児　
童　
の　
う　
ち　
五　

歳　
に　
な　
る　
と　
九　
割　
程　
度　
は　
保　
育　

に　
欠　
け　
た　
状　
態　
で　
、　
幼　
稚　
園　
に　

就　
園　
し　
、　
午　
後　
は　
か　
ぎ　
っ　
子　
に　

な　
る　
か　
、　
学　
童　
保　
育　
を　
利　
用　
し　

て　
二　
重　
保　
育　
を　
受　
け　
る　
児　
童　
が　

多　
い　
が　
本　
町　
の　
五　
歳　
児　
保　
育　
の　

状　
況　
、　
五　
歳　
児　
保　
育　
の　
充　
実　
強　

化　
は　
ど　
う　
あ　
る　
べ　
き　
か　
。　又　
、　幼　

稚　
園　
と　
の　
兼　
ね　
合　
い　
は　
ど　
う　
か　
。　

福
祉
課
長
　
平
成
十
三
年
度
公

立
四
名
、
法
人
二
十
三
名
入
所

し
て
い
ま
す
。
幼
稚
園
と
保
育

園
は
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
の
中
で

整
備
充
実
に
努
め
て
い
ま
す

が
、
特
に
沖
縄
で
五
才
児
保
育

が
近
年
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

て
い
る
中
で
、
文
部
科
学
省
は

厚
生
労
働
省
と
共
通
の
協
議
の

場
を
設
け
、
こ
れ
ま
で
に
な
か

っ
た
施
設
の
共
有
化
、
教
育
内

容
、
保
育
内
容
の
整
合
性
の
確

保
、
合
同
研
修
の
実
施
、
子
育

て
支
援
に
か
か
る
事
業
の
連
携

実
施
等
、
両
施
設
の
連
携
強
化

に
努
め
て
き
て
い
ま
す
。
本
町

で
も
、
五
才
児
保
育
に
つ
い
て

は
、
教
育
委
員
会
と
具
体
的
な

話
し
合
い
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

町
内
の
無
認
可
保
育
所
で

固
定
資
産
税
を
払
っ
て
い

る
園
は
何
園
か
、
額
は
ど
れ
く

ら
い
か
、
児
童
福
祉
法
に
沿
っ

て
免
除
、減
免
は
で
き
な
い
か
。

税
務
課
長
　
無
認
可
保
育
所
は

十
一
カ
所
あ
り
六
園
は
所
有
者

で
税
額
は
、
十
一
カ
所
で
総
額

百
八
十
三
万
四
千
八
百
円
で

す
。
免
除
、
減
免
は
、
地
方
自

治
法
第
三
百
四
十
八
条
第
二
項

第
十
号
に
規
定
さ
れ
、
児
童
福

祉
法
に
よ
る
児
童
福
祉
施
設
は

固
定
資
産
税
の
非
課
税
の
範
囲

に
な
り
、
無
認
可
保
育
所
は
児

童
福
祉
法
に
則
っ
て
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
免
除
、
減
免
で
き

な
い
状
況
で
す
。

介
護
保
険
に
つ
い
て

一
号
被
保
険
者
六
十
五
歳

以
上
の
低
所
得
者
層
へ
の

保
険
料
の
減
免
は
で
き
な
い

か
。
又
出
産
育
児
一
時
金
貸
付

制
度
に
つ
い
て
町
民
に
知
ら
さ

れ
て
い
る
か
。

保
険
課
長
　
減　
免　
を　
し　
て　
一　
般　

財　
源　
か　
ら　
繰　
り　
入　
れ　
た　
場　
合　

に　
、　
財　
政　
安　
定　
化　
基　
金　
か　
ら　
の　

交　
付　
金　
が　
受　
け　
ら　
れ　
な　
く　
な　
る　

と　
い　
う　
事　
も　
あ　
り　
、　現　
時　
点　
で　

は　
、　
町　
独　
自　
の　
減　
免　
の　
制　
度　
化　

は　
厳　
し　
い　
。　又　
、　出　
産　
育　
児　
一　
時　

金　
の　
貸　
付　
制　
度　
は　
国　
か　
ら　
四　
月　

一　
日　
施　
行　
す　
る　
よ　
う　
に　
と　
文　
章　

は　
来　
て　
い　
ま　
す　
が　
ま　
だ　
制　
度　
化　

し　
て　
い　
ま　
せ　
ん　
。　細　
か　
い　
条　
例　
の　

中　
身　
で　
中　
部　
地　
区　
の　
協　
議　
会　
で　

検　
討　
し　
て　
い　
る　
と　
こ　
ろ　
で　
町　
民　

へ　
の　
周　
知　
は　
し　
て　
お　
り　
ま　
せ　
ん　
。　

西
原
ハ
イ
ツ
北
側
公
園
に

外
灯
設
置
で
き
な
い
か
。

都
市
計
画
課
長
　
公
園
内
の
照

明
は
防
犯
上
の
理
由
か
ら
設
置

さ
れ
る
が
、
設
置
個
数
に
つ
い

て
は
照
明
基
準
が
あ
り
、
公
園

面
積
等
に
応
じ
て
主
に
決
ま

り
、
ハ
イ
ツ
北
側
公
園
の
照
明

灯
は
現
在
、
電
球
そ
の
も
の
が

劣
化
し
て
い
る
の
か
、
シ
ス
テ

ム
全
体
が
照
明
基
準
に
達
し
て

い
な
い
の
か
調
査
し
、
一
基
の

電
柱
に
二
個
の
電
球
を
取
り
付

け
る
の
か
、
配
線
シ
ス
テ
ム
の

新
設
に
な
る
の
か
、
調
査
の
上

後
日
、
よ
い
返
事
を
差
し
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。

問

問

問

問

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

一
、
翁
長
一
号
線
の
災
害
復
旧
工
事

に
つ
い
て

一
、
水
道
料
金
と
水
質
検
査
等
に
つ

い
て

一
、
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
事
業
に
伴
う
配

水
施
設
に
つ
い
て

一
、
平
園
地
区
に
お
け
る
緊
急
車
両

等
の
道
路
整
備
と
九
区
児
童
公
園

に
お
け
る
主
要
道
路
の
位
置
づ
け

に
つ
い
て

一
、
坂
田
児
童
館
建
設
の
進
行
状
態

と
、
そ
の
他
十
三
件
。
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Ｌ＊
　
Ｄ
児
は
知
的
に
は
正
常

範
囲
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

現
在
の
教
育
措
置
で
は
障
害
児

教
育
の
た
め
の
学
校
の
対
象
に

な
ら
な
い
こ
と
が
多
い
と
言
わ

れ
る
。
Ｌ
Ｄ
児
に
対
す
る
教
育

措
置
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

学
校
に
お
け
る
実
態
、
又
適
正

就
学
指
導
委
員
会
に
よ
る
調

査
、
診
断
、
判
定
、
就
学
指
導

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
適
正

就
学
指
導
委
員
会
の
合
否
の
判

定
に
よ
っ
て
、
実
態
に
合
わ
な

い
、
特
徴
、
環
境
に
合
わ
な
い

教
育
形
態
の
措
置
が
や
ら
れ
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
思
う
が
。

教
育
長
　
Ｌ
Ｄ
の
問
題
は
大
き

な
教
育
的
な
問
題
に
な
っ
て
お

り
、
一
九
八
○
年
代
に
ア
メ
リ

カ
で
発
生
し
て
、
日
本
に
来
た

の
は
わ
ず
か
一
九
九
○
年
代
で

す
。
そ
こ
か
ら
研
究
が
始
ま
っ

て
、
文
部
省
も
九
五
年
に
し
て
、

私
達
沖
縄
で
や
っ
た
の
が
去
年

か
ら
で
ご
ざ
い
ま
す
。

大
変
新
し
い
特
殊
教
育
の
概

念
で
あ
り
ま
し
て
、
と
て
も
難

し
い
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

Ｌ
Ｄ
と
呼
べ
る
か
ど
う
か
と

い
う
判
断
は
大
変
難
し
く
、
適

正
就
学
指
導
委
員
会
に
は
、
特

殊
教
育
に
関
わ
っ
て
い
る
専
門

の
先
生
方
、
約
十
五
名
で
組
織

し
て
判
定
を
し
て
お
り
ま
す
。

教
え
て
も
な
か
な
か
理
解
で
き

な
い
。
あ
っ
ち
こ
っ
ち
歩
い
た

り
、
い
ろ
ん
な
行
動
を
す
る
。

今
ヘ
ル
パ
ー
を
付
け
て
対
応
を

し
て
い
ま
す
。

Ｌ
Ｄ
に
つ
い
て
先
生
方
の

認
識
は
ど
う
か
。
Ｌ
Ｄ
と

さ
れ
る
学
習
障
害
、
学
習
困
難

と
普
通
の
障
害
の
学
習
障
害
、

学
習
困
難
と
の
違
い
。
母
親
が

考
え
る
適
正
就
学
、
行
政
が
考

え
る
適
正
就
学
が
あ
る
と
思

う
。親

に
し
て
み
れ
ば
、
地
域
の

普
通
の
学
校
に
通
学
さ
せ
た
い

と
い
う
の
は
親
心
で
す
。

障
害
イ
コ
ー
ル
分
離
じ
ゃ
な

く
て
、
普
通
の
子
供
た
ち
と
教

育
さ
せ
る
事
に
よ
っ
て
普
通
の
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子
供
た
ち
に
も
、
障
害
を
持
っ

て
い
る
子
供
達
へ
の
い
た
わ
り

の
心
も
で
る
と
思
う
。
保
護
者

も
自
分
の
子
供
の
実
態
に
理
解

を
示
し
、
行
政
と
し
っ
か
り
話

し
合
っ
て
、
こ
の
子
に
応
じ
た

教
育
措
置
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

思
春
期
教
育
に
つ
い
て

心
身
の
不
安
定
な
時
期
に

特
に
性
に
関
し
、
助
産
婦

に
よ
る
教
育
行
事
を
も
つ
考
え

は
な
い
か
。

健
康
衛
生
課
長
　
健
や
か
親
子

二
一
の
関
連
事
業
の
推
進
を
検

討
中
で
す
。
深
刻
化
し
て
い
る

若
年
妊
産
婦
の
問
題
を
取
り
上

げ
、
思
春
期
の
子
供
達
が
赤
ち

ゃ
ん
の
誕
生
や
成
長
発
達
を
目

で
見
た
り
、
触
れ
た
り
す
る
事

で
命
の
尊
さ
や
人
を
思
い
や
る

心
、
男
女
の
役
割
を
学
び
、
将

来
父
、
母
と
な
る
こ
と
の
感
激

と
重
大
さ
の
認
識
を
育
成
し
て

い
く
こ
と
を
目
的
に
、
西
原
中

学
校
一
年
生
と
西
原
東
中
学
校

の
三
年
生
を
対
象
に
思
春
期
教

育
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

Ｌ＊　
　　
Ｄ

（
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
デ
ィ
ス

ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
＝
学

習
障
害
、
学
習
困
難
）

問

問

問

儀間信子 議員

大　
阪　
の　
児　
童　
殺　
傷　
事　
件　
を　

受　
け　
て　
、　
町　
、　
町　
教　
育　
委　

員　
会　
の　
対　
応　
は　
？　
　　
学　
校　
出　
入　

者　
の　
チ　
ェ　
ッ　
ク　
、　
校　
門　
を　
閉　
め　

る　
等　
の　
再　
発　
、　
未　
然　
防　
止　
策　
と　

し　
て　
挙　
が　
っ　
て　
い　
る　
が　
、　
充　
分　

と　
は　
思　
え　
な　
い　
。　
又　
、　
公　
立　
や　

民　
間　
の　
幼　
稚　
園　
、　
保　
育　
園　
、　
児　

童　
館　
、　
病　
院　
等　
い　
ろ　
ん　
な　
施　
設　

が　
あ　
る　
が　
こ　
れ　
ら　
の　
施　
設　
で　
起　

こ　
ら　
な　
い　
と　
い　
う　
保　
証　
は　
全　
く　

無　
い　
。　
行　
政　
は　
ど　
の　
よ　
う　
な　
対　

応　
を　
し　
て　
い　
る　
か　
？　

町　
長　
　　
保　
育　
所　
、　
児　
童　
館　
等　
が　

直　
接　
管　
理　
し　
て　
い　
る　
施　
設　
の　
対　

応　
を　
早　
急　
に　
講　
ず　
る　
必　
要　
が　
あ　

り　
、　
話　
し　
合　
い　
を　
持　
っ　
て　
い　
る　
。　

福　
祉　
課　
長　

保　
育　
所　
で　
は　
園　
児　

や　
職　
員　
の　
安　
全　
管　
理　
に　
つ　
い　
て　

検　
討　
課　
題　
と　
し　
て　
取　
り　
組　
ん　
で　

行　
き　
た　
い　
。　
児　
童　
館　
に　
於　
い　
て　

も　
、　
現　
在　
話　
を　
進　
め　
て　
い　
る　
。　

法　
人　
保　
育　
所　
へ　
は　
マ　
ニ　
ュ　
ア　
ル　

を　
配　
布　
し　
た　
。　

教　
育　
長　
　　
各　
学　
校　
と　
も　
登　
校　
が　

終　
わ　
っ　
た　
ら　
す　
ぐ　
に　
施　
錠　
し　
て　

い　
る　
と　
の　
報　
告　
を　
受　
け　
て　
い　

る　
。　
特　
に　
校　
長　
、　
教　
頭　
を　
中　
心　

に　
学　
校　
の　
巡　
回　
と　
か　
不　
審　
者　
が　

い　
た　
場　
合　
の　
連　
絡　
網　
等　
万　
全　
な　

体　
制　
を　
取　
っ　
て　
い　
る　
。　

戦　
後　
五　
十　
六　
年　
を　
経　
過　
し　

た　
今　
、　
戦　
争　
体　
験　
者　
も　
高　

齢　
化　
し　
、　
悲　
惨　
な　
戦　
争　
体　
験　
の　

語　
り　
部　
が　
減　
少　
、　
戦　
争　
に　
対　
す　

る　
意　
識　
が　
風　
化　
し　
つ　
つ　
あ　
り　
、　

危　
機　
感　
を　
感　
じ　
て　
い　
る　
。　
小　
波　

津　
の　
民　
家　
の　
弾　
痕　
跡　
、　
旧　
役　
場　

壕　
跡　
等　
整　
備　
さ　
れ　
た　
が　
、　
そ　
の　

利　
活　
用　
は　
？　
　　
又　
、　
町　
内　
に　
平　

和　
学　
習　
ガ　
イ　
ド　
は　
何　
名　
お　
ら　
れ　

る　
か　
？　
　　
そ　
し　
て　
平　
和　
学　
習　
ガ　

イ　
ド　
養　
成　
を　
精　
力　
的　
に　
推　
進　

し　
、　
町　
内　
の　
児　
童　
、　
生　
徒　
に　
数　

多　
く　
の　
平　
和　
学　
習　
の　
場　
を　
与　
え　

て　
は　
？　

町　
長　
　　
積　
極　
的　
に　
若　
い　
皆　
さ　
ん　

に　
戦　
争　
の　
悲　
惨　
さ　
と　
平　
和　
の　
あ　

り　
が　
た　
さ　
を　
教　
え　
て　
行　
く　
義　
務　

が　
あ　
ろ　
う　
と　
考　
え　
ま　
す　
。　
語　
り　

部　
の　
公　
募　
も　
や　
っ　
て　
い　
る　
が　
希　

望　
者　
が　
い　
な　
い　
状　
況　
、　
行　
政　
側　

か　
ら　
積　
極　
的　
に　
働　
き　
か　
け　
て　
後　

世　
に　
伝　
え　
て　
行　
く　
こ　
と　
が　
大　
事　

だ　
ろ　
う　
と　
考　
え　
て　
い　
ま　
す　
。　
ガ　

イ　
ド　
は　
二　
名　
程　
度　
と　
思　
う　
。　

教　
育　
長　
　　
退　
職　
教　
員　
等　
が　
平　
和　

学　
習　
の　
ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア　
で　
や　
っ　

て　
い　
る　
が　
教　
育　
委　
員　
会　
と　
し　
て　

も　
ど　
う　
い　
う　
方　
々　
が　
い　
ら　
っ　
し　

ゃ　
る　
の　
か　
調　
べ　
て　
い　
く　
。　
平　
和　

ガ　
イ　
ド　
の　
必　
要　
性　
を　
痛　
感　
し　
て　

い　
る　
。　粗　

大　
ゴ　
ミ　
の　
有　
料　
化　
や　
家　

電　
リ　
サ　
イ　
ク　
ル　
法　
が　
ス　
タ　

ー　
ト　
し　
た　
が　
ゴ　
ミ　
の　
不　
法　
投　
棄　

の　
状　
況　
は　
？　

健　
康　
衛　
生　
課　
長　
　　
幸　
地　
、　
棚　
原　
、　

内　
間　
、　
給　
食　
セ　
ン　
タ　
ー　
等　
あ　
っ　

ち　
こ　
っ　
ち　
に　
あ　
る　
が　
ほ　
と　
ん　
ど　

は　
対　
処　
し　
て　
あ　
る　
。　

昨　
年　
九　
月　
議　
会　
で　
取　
り　
上　

げ　
た　
幸　
地　
四　
号　
線　
の　
側　
溝　

の　
蓋　
の　
整　
備　
は　
ど　
う　
な　
っ　
た　
の　

か　
。　

土　
木　
課　
長　
　　
調　
査　
の　
結　
果　
必　
要　

性　
を　
感　
じ　
て　
い　
る　
が　
、　
幅　
員　
が　

ち　
ぐ　
は　
ぐ　
で　
既　
製　
品　
の　
蓋　
が　
探　

せ　
な　
く　
、　
打　
ち　
っ　
ぱ　
な　
し　
に　
し　

た　
方　
が　
良　
い　
か　
検　
討　
し　
て　
い　
る　

と　
こ　
ろ　
で　
あ　
る　
。　

問

問

問問こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

一
、
わ
が
町
の
環
境
情
報
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
事
業
の
拡
大
に
つ
い
て

一
、
生
ゴ
ミ
処
理
機
の
購
入
助
成
制

度
に
つ
い
て

仲宗根健仁　議員


